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研究成果の概要（和文）：慢性疼痛を主症状とする「非定型歯痛」と診断された患者を対象とし

て、①残髄、歯根膜感染、根尖周囲歯周組織炎症が無いことの確認、②水酸化カルシウムペー

スト根管貼薬を施し、その後の頻回の根管洗浄を極力避けることによる患歯歯根膜の安静確保、

③精神科における何種類かの抗うつ剤の服用、を治療方針として主に三環系抗うつ剤の効果を

検討した。 
その結果患者は３か月後には根管充填を行うまでになり、補綴処置を行って予後の経過が良好

である場合が多かった。本研究によって非定型疼痛の成立機序と典型的症状がわかり、精神科

の協力による三環系抗うつ剤の服用が患者の慢性疼痛の軽減に劇的に効果を表すことがわかっ

た。 
 
研究成果の概要（英文）：Patients with chronic tooth pain diagnosed as “Atypical tooth pain 
syndrome” were chosen as the subjects of this study. They were treated following the next 
strategies. ①Confirmation of the absence of remaining vital pulp inside root canals, and 
the absence of infection in the root ligament or inflammation outside of root tips, 
performing root canal treatments. ②No further root canal treatments after the application 
of Ca(OH)2 paste inside root canals, avoiding unnecessary root canal cleansing. ③
Prescription of some kinds of anti-depression medication. 
Many of the patients accepted root canal filling after 3 months, and most of them didn’t 
complain of pains after prosthetic treatment. This study showed the mechanism of atypical 
tooth pain syndrome and its typical symptoms, and indicated that 三環系抗うつ剤の服用 
dramatically reduced the pain of the chronic pains. 
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痛あるいは非定型歯痛である。 
(1)  当研究者が所属する都心部に位置す

る大学付属歯科病院の歯内療法専門科にお
いては、近隣の第一次治療期間から紹介され
る場合も含めて、自発的に複数の医療機関で
受診を並行し歯科的治療によって改善せず
むしろ悪化し、精神的に問題を生じる程度に
達したケースが年を追うごとに増加してい
る。 
 従来、非定型歯痛についての研究はその多
くがケースレポートと文献レビューの形式
をとっている。 
(2)  あるいは特異な全身疾患や精神疾患と
の関連を指摘した上で、薬物治療の効果を強
調したものが多い。 
(3)  とりわけ非定型歯痛の診断と治療法に
重点をあててアプローチし、結論として「だ
から無用の歯科的侵襲を加えることを慎重
にせよ。」という結論に至るものが極めて多
かった。 
(4) しかし In-vitro 実験の企画自体が不可
能であるように見えるこの分野の研究にお
いて、第一に物理的疾患が確かに存在する患
者が第二次的に精神的疾患の修飾を蒙って
いるケース、またはその逆のケースについて、
確かな鑑別診断とそれぞれの治療法につい
ては確かな分類に基づいて議論されてきた
とは言い難い。 
 
２．研究の目的 

(1) 本研究においては非定型的な歯痛とし
て認識される症例を分類し、初診時にいわゆ
る非定型歯痛が疑われたものの中から非定
型歯痛ではない明確な歯科的原因を持って
いた疾患を鑑別抽出する方法をみつけるこ
とを第一の目的とする。 

 
(2) 第二の目的として、非定型歯痛と誤診

され易い境界近くにあったケースについて、
その患者の性向を含めたプロファイル、歯科
的および全身的治療ヒストリーの関連、当院
の治療終了後の治療歴と機転を統計学的に
調査する。これは後ろ向き調査と実験開始後
２年間までの前向き調査の混合とする。 

 
(3) 第三の目的として、in-vivo 実験として

非定型的歯痛とそうでないものとの混合が
疑われるケースについて、鬱病に対応する薬
物やペインコントロールの効果、ＫＴＰレー
ザーによる温罨法もしくはプラシーボ効果、
根管治療とその効果について知見をまとめ
る予定である。 
 
３．研究の方法 

(1) 歯痛を主訴として当科を受診し、６か
月以上痛みが続いており慢性疼痛と診断さ
れた 40名の担当医（歯内療法を専門とする）

に対し痛みの持続時間・痛みの性状や客観的
症状に加え、慢性疼痛と身体的要因、環境的
要因、心理的要因との関連について、さらに
精神科・心療内科への通院歴について調査を
行った。 
  

(2) 慢性疼痛を主症状とする「非定型歯痛」
と診断された 40歳代女性を本研究の典型的
な対象として、①残髄、歯根膜感染、根尖周
囲歯周組織炎症が無いことの確認、②水酸化
カルシウムペースト根管貼薬を施し、その後
の頻回の根管洗浄を極力避けることによる
患歯歯根膜の安静確保、③精神科における何
種類かの抗うつ剤の服用、を治療方針とした。 
 
４．研究成果 

(1) 患者の 65%が女性で、そのうちの約 38%
が中年層（40～59 歳）の主婦であり、男性は
35%でほとんどが無職であった。患者が訴え
る痛みの強さを VRS（Verbal Rating Scale：
カテゴリースケール）により評価したところ、
中程度の痛みを訴える患者が 75%であった。
精神科・心療内科への通院歴が全体の 30%に
みられた。一般的に慢性疼痛は過去に被った
損傷の後遺症をベースとしそこに身体的、環
境的、心理的要因が加わり痛みを増強させて
いると言われているので、患者の要求にひき
づられた頻回の根管貼薬は医原性の疼痛増
幅をきたし、かつ精神科による治療の併用が
効果的である可能性が認められた。 
 

(2) 精神科医によって三環系抗うつ剤を処
方された患者は３か月後には根管充填を受
け入れるまでになり、補綴処置を行って予後
の経過が良好であった。本研究によって非定
型疼痛の成立機序と典型的症状がわかり、精
神科の協力による三環系抗うつ剤の服用が
患者の慢性疼痛の軽減に劇的に効果を表す
ことがわかった。 
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